
事業評価個票（事業実施：平成30年度～令和３年度）

■ ■ □ □ □ □

□ （ ）

総合発展計画実施
計画の位置付け

事業の目的

事業概要
（令和３年度の
実施内容）

１　情報発信力強化のためのPDCAサイクル構築事業
〇戦略広報アドバイザーからの助言
「山形県戦略的広報基本指針」に基づき、各部局等における全庁的な情報発信力を強化するため、「戦略広報アドバイ
ザー」を委嘱し、専門的な見地からの助言を受けた。
〇民間実践者研修の実施
情報発信を実践している実務者を招聘し、先進的な取組事例やSNSの本質についての知見を得るとともに、県の情報発
信の課題等について意見交換を行うことで、全庁的な情報発信力の底上げを図った。
〇インターネットアンケート調査事業
当該年度実施事業の効果検証を同年度に調査することとしていたが、より実効性の高い調査とするため、令和３年度以降
については、事業実施年度の翌年度に調査する方法へ見直しを図った（令和３年度事業に係る調査については令和４年
度に実施）。

２　総合情報発信事業
〇山形の魅力をPRする写真の収集・利用者による情報拡散
県内外へ本県の魅力を発信するため、平成31年２月に発行した総合情報誌「真　山形」のコンセプトをテーマとした企画と
して、インスタグラムを利用し、風景、グルメ、イベント、工芸品、伝統行事など山形の魅力が伝わる写真を募集するフォト
コンテストを実施した。

３　県外海外情報発信事業
〇県外海外パブリシティ強化事業
県外・海外へのプレスリリース原稿のブラッシュアップと、有料プレスリリース配信先の選定・配信とを一括して首都圏の
PR会社に委託し、県外・海外への情報発信をさらに強化した。

当初予算額
（単位:千円）

費目
（予算見積書グループ名）

上記実施方法とする理由：
１．民間の知見を活用するため（委託・請負）、２．SNS運用に係るスキルアッ

プを図るため（直接実施）、３．民間の知見を活用するため（委託・請負）

直接実施 委託・請負 補助 負担 交付 貸付

その他
実施方法

①

②

③

情報発信力強化のためのPDCAサイク
ル構築事業

平成30年度

３,０７０

計 ２０,８１７ １０,４６２ ９,０００

９,８５４ ４,８８８

－

　本県の情報発信をより一層、効果的かつ戦略的なものとするため、全庁的な情報発信力の
強化を図るとともに、情報発信の好機を逃さず、県外・海外に向けて効果的に山形の魅力を
発信し、本県の認知度を高める。

目標指標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

３,５６６

９,８５４ ４,８８８

令和元年度

３,９６６ ５,６７６

Twitter、Facebook、Instagram等のデジタル媒体を含む多様な情報媒体や、民間事業者を介したプレスリ
リース等の活用により、海外を含む県内外への積極的な情報発信を行い、インターネットアンケートによる
効果測定等を行うとともに、研修等を実施し、情報発信主体である職員の発信力向上を図る。

評価に関する説明

山形の魅力を発信し、本県の認知度を高めることは、「外」の「活力」を呼び込み、本県の経済活性化等に寄与す
ることから、重要な位置付けにあり、優先度の高い事業である。なお、本事業は本県の情報発信を戦略的に行う
ため実施する事業であり、市町村・民間等ではなく、県が実施すべきものである。

民間事業者の専門的で高い企画力を活用するため、公募型プロポーザル方式で事業者を決定するなど、事業ご
とに適宜適切な手法により相手方の選定を行った。

総合情報誌の一括制作や、職員自らによるSNSの運用など、経費面を考慮して実施。情報発信にあたっては、戦
略広報会議等の活用等により、関係部局の意見を聴取しながら実施したほか、適宜動画を活用するなど、より効
果的・効率的な広報となるよう、工夫しながら実施した。

活動指標及び成果指標設定の考え方

　山形県行財政改革推進プラン2021（推進期間：R3～R6）において、県は、県内外への情報発信力の強化に取り組むこととしており、同プランでは、推進期間において、県
の情報発信向上に対する評価が上昇することを目標指標として掲げている（改定前の山形県行財政改革推進プラン（推進期間：H29～R2）も同様の目標）。当事業は、これ
に向けた取組みとして、県外・世界に向けて効果的に山形の魅力を発信し、本県の認知度を高める目的で実施するものである。
　指標の設定については、総合情報誌の活用を通じて県内外への情報発信力強化に取組むものであることから、総合情報誌の制作部数を活動目標として設定し、また、総合
情報誌を含めた事業実施の効果として、県の情報発信について評価を測定する必要があることから、インターネットアンケート調査結果を成果指標として設定したもの。な
お、ICTの進展・高度化による情報伝達手段の多様化を踏まえ、総合情報誌と連動したインスタグラムフォトコンテストを実施することとしており、そのフォロワー数を活
動指標として追加している。

成果指標及び
成果実績

（アウトカム）

１８,０４０１０,５９３―フォロワー成果実績

（調査予定）

②総合情報誌のコンセプトをテーマとし
たインスタグラムフォトコンテスト
【再掲】

達成度 ％

３,５６６

A

９,８５４ ４,８８８

成果指標（所管部局の分析）

80%以上80%以上80%以上80%以上80%以上

２１,９２０

①県の情報発信に関する評価
（インターネットアンケート調査）

100%100%100%％達成度

86.4% 84.9%

ICTの進展・高度化による情報伝達手段の多様化を踏まえ、広報内容や受け手に合った手法を検討し、確
実に届く広報を考えていく必要がある。

財源内訳
（単位:千円）

事
業
の

必
要
性

達成度

成果実績

２０,８１７ １０,４６２ ９,０００

１０,４６２

総合情報発信事業

県外海外情報発信事業

目標値

達成度

目標値

― 106% 129% 122%

成果実績

事
業
の
効
率
性

事
業
の
有
効
性

（
達
成
度

）

項目

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果目標の明確な達
成手段として位置づけられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較して
より効果的あるいは低コストで実施できているか。
また、類似事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行っているか。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

国庫支出金
県債

４,５０９

１６,３０８

事業所管部局による評価・検証（令和４年７月）

評価
（ABC）

A

総合情報誌については、知事のトップセールスやイベント等において国内外の方々へ提供し、本県の魅力発信、認知度向上のた
めに広く活用した（紙媒体の活用機会の減少により、増刷は行っていない）。一方、ICTの進展・高度化による情報伝達手段の多様
化を踏まえ、今後の活用を見据えた広報素材の収集を行うとともに、本県の魅力発信の拡散を図ることを目的としたインスタグラ
ムフォトコンテストを実施し、フォロワーの増加に繋げた。

成果実績は、成果目標を達成した。なお、令和３年度実施事業の評価に係るインターネットアンケート調査につい
ては、より適切に効果測定が図れるよう、実施時期を見直し、事業完了後の翌年度である令和４年度に実施する
こととしたため、現時点において成果実績が反映されていない。

A

計

A

課
題

B

今
後
の
対
応

５,９２９ ８７７ ５,６２６

(評価基準)　「事業の必要性・事業の効率性　Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」
　　　　　　　 「事業の有効性（達成度）　Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:おおむね目標どおりの成果、活動見込をおおむね達成(80%以上100%未満)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(80%未満)」

１２,５９０ １,８０２ ３５９ ４４５

その他特定財源
一般財源 ９,０００

３０４

４,２６１ ２,９８４

目標値 フォロワー ― １０,０００ １４,０００ １８,０００ ２２,０００

―

１０,５９３

１８,０００

２１,９２０

２２,０００

フォロワー ―

目標値 ―

活動実績

単位

当初見込み

成果実績 ― 82.2%

平成30年度令和元年度令和２年度令和３年度令和４年度

活動指標

部局・担当課名 総務部広報広聴推進課
①総合情報誌制作

活動実績

当初見込み

②総合情報誌のコンセプトをテーマとし
たインスタグラムフォトコンテスト

活動実績

当初見込み

開始/終了(予定)年度戦略広報推進事業費

政策の柱、
政策

－

事業名

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

平成30

当初見込み

活動実績

/ 未設定

施策 －
－

（様式１）

平成30年度令和元年度令和２年度令和３年度令和４年度

フォロワー ― １０,０００

単位

― ―

部 ５,０００ ５,０００

１８,０４０

５,０００ ―

―

１４,０００

部 ９,０００ ―
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【総務部 広報推進課】 

 「やまがたの誇り」戦略広報推進事業費【新規】         20,817千円 

○ 本県の情報発信をより一層効果的かつ戦略的なものとす

るため、全庁的な情報発信力の強化を図る。 

 

○ また、高速交通網の拡充や東京2020オリンピック・パラ

リンピックの開催等、情報発信の好機をとらえ、山形の魅

力を全国・世界に発信し、本県の認知度を高める。 

① 情報発信力強化のためのＰＤＣＡサイクルの構築       

                        3,966千円  

  ・ 各部局が連携して取り組む情報発信の評価検証 

 ・ 広報戦略の専門家からのアドバイス等を踏まえてＰＤＣＡサ

イクルを構築し、県全体の情報発信をレベルアップ 

② 総合情報誌の制作            12,590千円 

 ・ 豊かな自然・精神性の高い文化に基づいた地域資源・産業な

ど、本県の魅力や個性、強味を掲載した情報誌の制作 

  （日本語、英語、韓国語、中国語（繁体字・簡体字）の５言語

版を制作） 

③ 県外・世界へ向けた首都圏等での情報発信  4,261千円 

 ・ 首都圏等の多様なメディア・ＰＲ会社・各種記者クラブ等と

の関係づくりの推進 

 ・ 有料情報配信システムを活用した情報発信 

 ・ ＳＮＳ等を活用したコンテンツ制作・情報拡散 

 ・ 県人会等とのネットワークを活用した県外事務所による 

  情報発信の強化 

 

目  的 事業内容 

1 
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戦略広報推進事業費 活動実績一覧（R3）について 

 

① 情報発信力強化のための PDCAサイクル構築事業 

○戦略広報アドバイザーからの助言 

助言：２回 

（広報計画・目標指標への助言等） 

講演：１回 

（演題：地域マーケティング・広報の視点によるプロジェクト推進のあり方） 

○民間実践者研修の実施 
セミナー：１回 

（ＳＮＳ活用セミナー） 

○インターネットアンケート調査事業 
未実施 

（事業実施時期の見直しにより令和４年度に実施予定） 

② 総合情報発信事業 

〇山形の魅力を PRする写真の収集・

利用者による情報拡散 
インスタグラムを利用し、四季毎にフォトコンテストを実施 

③ 県外海外情報発信事業 

〇県外海外パブリシティ強化事業 

海外配信：１回、国内配信５件 

（県外・海外へのプレスリリース） 

セミナー：１回 

（プレスリリース作成セミナー） 
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